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一 グロー バル社会で活躍できるサイエンティストの育成 ―























































ンタバーバラ校 (University of California,Santa


















に延長 し、「工学英語 H」 の2単位を振替可能とした
正規の「留学」プログラムとして実施することとなっ
た。
表 2‐1 研修実施先と派遣人数 (2003年～2008年)
実 施 年 研修先と派遣人数
2003 UCSB 14名 UCBerlceley   ■3名
2004 UCSB 25名 UW 24名
2005 UCSB 2C′乙
2006 UCSB 24こ´ UW 22名
2007 UCSB 19名 UW 19名
2C108 UCSC     34名 UW 1銘
正式大学名
UCSB:University of California,Santa Barbara
UCSC:University of California,Santa Cruz




























び 同大 学 の語 学研 修 を主 管 す る International






















































































































































































































据 えたコースであ り、英語の 4技能 (Speaking,
Reading,Listening,Writing)を取り扱ったクラス
ルームでの授業に加え、サンタクルーズ校の研究者に












2年生 1名)、 そして、基礎工学部 。研究科からは 9



















































































































































































































































































speak good English." と褒められた日寺、 どう反応す
るか。」という課題については、日本人学生が自分の
能力、とりわけ英語力については否定的に捉えがちで、
































































































































































































異種 の試験 を受 けた場合 は、TOEICスコア を
TOEFLスコアに換算 して英語力の伸び率を検証して
きた。2006年度のスコア変化はTOEFL‐ITP換算で
















合 ス コア リスニング リーデ ィング
UW (N=14) 553.2 268 3 284 4





















修参加者 19人である。以下に表 6‐2、 表 6-3で事前
事後のTOEICスコアを比較する。
表6-2 UW研修事前事後TOEIC平均スコア比較
(N=5) 合 ス コア リスニング リーデ ィンク?
588 0 283.C 305 0






(N=19) 総合 ス コア リスニング リー テ ィ ン ク
607_3 306 2 301.0
693.5 357 5 336.0




























未満)(N=9)、下位群 (450点以上 600点未満 )
(N=6)の3群に分けて、それぞれのTOEIC総合ス





























会合 ス コア リスニング リー デ ィ ン グ
747 368 6 378 6
中位 群 635 0 317 2 317.8
231 9 226.3
表 6‐5 事前英語力別 事後TOEIC平均スコア
総合 ス コア リスニング リーデ ィング
l●■月
?
? 770.7 383 6
(N=9 732_8 380 0 352.8
下位 君 (N=6 575.6 301.3 274.4

















































13人で、 T‐SST(アル ク教育社 の Telephone












































































































































































































いては、辻 (2005)、国吉 。芦沢・辻 (2006)
を参照。
4.2005度研修の企画・実施・評価等の詳細につい
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